
平成２５年２月１８日（月）～２月２４日（日）〔平成２５年第８週〕の感染症発生状況 

第８週で定点当たり報告数の多かった疾病は、1)感染性胃腸炎 2)インフルエンザ 3)Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎でした。 

感染性胃腸炎は定点当たり７．７３人と前週（７．１８）より患者報告数は増加しましたが、例年より低いレベルで推移しています。 

インフルエンザは定点当たり７．０４人と前週（８．９４）より患者報告数は減少し、例年より低いレベルで推移しています。 

風しんの届出が１３件あり、平成２４年６月以降、例年を大きく超える流行が続いています。 

発行 川崎市健康福祉局健康安全室・衛生研究所・各区保健福祉センター（保健所） 
（問い合わせ先） ０４４－２００－２４１２ 

感染性胃腸炎発生状況(３年間）
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川崎市における月別風しん届出数（平成２５年２月２６日までの集計）
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【感染症発生動向調査事業から】 
  
 

 

  

 
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

今、何の病気が流行しているか！

第８週注目疾患 

第８週報告数第１位 

４月からの入園・入学に備えて、必要な予防接種をすませ、病気を未然に

防ぎましょう。予防接種の目的は、「子どもたちや人々を感染症から守る」こ

とにありますので、必要な予防接種がすんでいるか、この機会に母子健康手

帳で確認してみましょう。 

特に、昨年6月以降、全国的に風しんの患者届出数が非常に多くなっており、市内

においても例年を大きく超えるペースで患者が発生（左下グラフ参照）しています。 

麻しん・風しん予防接種の対象者の方で、まだワクチン

の接種を受けていない方は、この機会に必ず接種を受けま

しょう。 
 

次の方は、平成 2５年３月 31 日まで、市内協力医療機関

にて無料で麻しん・風しんの予防接種が受けられます。(それ

以降の接種は自己負担となります。) 

第２期 小学校入学前の年度 1 年間 

平成 18 年４月２日～平成 19 年４月１日生まれの方 

第３期 中学１年生相当 

平成 11 年４月２日～平成 12 年４月１日生まれの方 

第４期 高校３年生相当 

平成 6 年４月２日～平成 7 年４月１日生まれの方 
※上記以外にも、第１期接種対象者として、生後 12 月から生後 24 月に至
るまでの間にある方も、無料で接種を行うことができます。 

※子ども予防接種期間

中は、通常の診察時間に

接種を受けられない方

のために、土曜や日曜に

予防接種を実施してい

る医療機関もあります。 

『子ども予防接種週間』３月１日(金)～３月７日(木) 

 


